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9 月 4 日㈮、長峰小学校
5 年生が育てる「ガッツ米」
の草刈りが行われました。

（関連記事は 21ページ）
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2 ～ 3
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11月は八女市長選挙が行われます
関係人口創出拠点つながるバス停
100歳おめでとうございます

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！
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選
挙
は
、
私
た
ち
の
意
思
を
政
治
に
反
映

さ
せ
る
大
切
な
機
会
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち

が
主
権
者
と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
唯
一
の

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政
を

任
せ
ら
れ
る
人
を
自
分
自
身
の
判
断
で
悔
い

の
無
い
よ
う
に
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
に
は
す
べ
て
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の

は
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

【
年
齢
居
住
要
件
】

　

平
成
14
年
11
月
９
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
令
和
2
年
７
月
31
日
以
前
か
ら
八
女
市

に
居
住
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
投
票
日
（
期

日
前
投
票
を
す
る
日
）
ま
で
に
市
外
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
八
女
市
に
転
入
し
た
人
】

　
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
に
転
入
届
を

済
ま
せ
た
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

【
八
女
市
内
に
お
い
て
住
所
変
更
し
た
人
】

　
令
和
２
年
10
月
20
日
ま
で
に
住
所
変
更

の
届
出
を
済
ま
せ
た
人
は
、
新
し
い
住
所
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。
10
月
21
日
以
降

に
住
所
変
更
の
届
出
を
し
た
人
は
、
元
の
住

所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
（
投
票

所
は
、
後
日
郵
送
さ
れ
る
投
票
所
入
場
券
に

印
刷
し
て
い
ま
す
）。

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
出
産
が
近
い

な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票

で
き
な
い
人
は
、
投
票
日
の
前
に
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
の
際
に

は「
投
票
所
入
場
券
」を
持
参
く
だ
さ
い（
届

い
て
い
な
い
時
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

【
八
女
市
役
所
１
０
３
会
議
室
】

【
上
陽
支
所
小
会
議
室
】

【
黒
木
支
所
第
５
会
議
室
】

【
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室
】

【
矢
部
公
民
館
】

【
星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
】

▽
期
間
＝
11
月
2
日
㈪
～
11
月
7
日
㈯

▽
時
間
＝
８
時
30
分
～
20
時

　

期
日
前
投
票
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
か

か
わ
ら
ず
、
右
記
6
か
所
ど
こ
で
も
投
票
で

き
ま
す
。

市
長
選
挙
の
投
票
日
に
お
け
る
投
票
は
、

市
の
条
例
で
「
記
号
式
投
票
」で
行
う
よ
う

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
投
票
用
紙
に
候
補
者

の
氏
名
が
あ
ら
か
じ
め
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
氏
名

の
上
の
欄
に「
○
」を
書
い
て
く
だ
さ
い
。「
○
」

の
他
は
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

も
し
、
候
補
者
の
氏
名
や
「
○
」以
外
の

記
号
を
書
い
た
場
合
は
投
票
が
無
効
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在

者
投
票
の
場
合
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
書
い

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、候
補
者
氏
名
だ
け
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
は
、
各
家
庭
に
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。
世
帯
ご
と
の
封
筒
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ
て
開
封
し
、

個
人
ご
と
に
切
り
離
し
て
投
票
所
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。も
し
、入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た
り
、

お
手
元
に
届
い
て
い
な
く
て
も
投
票
す
る
こ

11
月
は
八
女
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

投
票
方
法
に
つ
い
て

投
票
で
き
る
人
は
…

11
月
８
日
日
は
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す ◉

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
八
女
市
役
所
総
務
課
内
☎
２
３・１
２
２
４
）
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みんなの一票大切に！

◦投票日当日（記号式） ◦期日前投票および不在者投票（記名式）

※点字投票は記名式投票です

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女 

太
郎

福
島 

次
郎

八
女 

太
郎

福
島 

次
郎

福
島 

次
郎

福
島 

次
郎
!

が
ん
ば
れ
！
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と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
係
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
入
場

券
に
は
投
票
会
場
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
等
の
指
定
施
設
に
お

い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、出
張・

旅
行
な
ど
で
住
所
地
以
外
に
滞
在
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
滞
在
地
の
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
際
は
、
選
挙
人
が
自
分
で
投
票
用

紙
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
身
体
の
故
障
な

ど
に
よ
り
自
分
で
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
代
理
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
ご
本
人
の
「
こ
の
候
補
者
に
投
票
す
る
」

と
い
う
意
思
が
確
認
で
き
れ
ば
、
投
票
所
の

係
員
が
代
筆
し
ま
す
。

た
だ
し
、
ご
家
族
の
方
や
付
き
添
い
の
方

が
代
わ
り
に
意
思
を
表
示
し
た
り
、
代
筆
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
点
字
で
の
投
票
も
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
に
一
定
程
度
を
超
え
る
重
度
の
障
が

い
等
の
あ
る
人
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
て

い
る
選
挙
人
は
、
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
記

入
を
し
て
、
そ
れ
を
郵
便
等
に
よ
り
送
付
す

る
方
法
に
よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
た
め
の
投

票
用
紙
お
よ
び
封
筒
の
請
求
は
、
郵
便
等

投
票
証
明
書
を
提
示
し
て
投
票
日
の
４
日
前

（
令
和
2
年
11
月
4
日
㈬
）
ま
で
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。乗

合
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
期
日
前
投
票

を
行
う
場
合
に
は
、
期
日
前
投
票
所
ま
で
の

往
復
運
賃
を
選
挙
管
理
委
員
会
が
負
担
し

ま
す
。
八
女
市
全
域
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
利
用
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
登
録
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
の
際
は
、
お

早
め
に
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
商
工
振
興
課
公
共
交
通
政
策

係
（
☎
２
３・１
１
８
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
長
選
挙
の
選
挙
公
報
を
告
示
日
（
11

月
１
日
）
以
降
に
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
市
内
に

設
置
し
ま
す
。
も
し
、
こ
の
掲
示
板
が
壊
れ

て
い
る
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
8
日
㈰
21
時
15
分
か
ら

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

※
開
票
の
状
況
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
Ｆ
Ｍ
八
女
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(http://w
w
w.city.yam

e.fukuoka.jp)

即
日
開
票

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
に
お
け
る
八
女
市
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」

の
利
用
に
つ
い
て

選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

代
理
投
票
・
点
字
投
票
も
で
き
ま
す

投票所名 投票会場 投票時間

第  1投票所 福島小学校体育館 ７時～ 20時

第  2投票所 市民会館交流室Ａ（おりなす八女） ７時～ 20時

第  3投票所 長峰小学校体育館 ７時～ 20時

第  4投票所 総合体育館研修室 ７時～ 20時

第  5投票所 上妻小学校体育館 ７時～ 20時

第  6投票所 三河小学校体育館 ７時～ 20時

第  7投票所 八幡小学校体育館 ７時～ 20時

第  8投票所 川崎小学校体育館 ７時～ 20時

第  9投票所 忠見小学校体育館 ７時～ 20時

第10投票所 岡山小学校体育館 ７時～ 20時

第11投票所 西中学校体育館 ７時～ 20時

第12投票所 農業活性化センター ７時～19時

第13投票所 研修センター（発心） ７時～19時

第14投票所 黒木地域交流センター（ふじの里） ７時～19時

第15投票所 豊岡コミュニティセンター ７時～19時

第16投票所 串毛コミュニティセンター ７時～19時

第17投票所 木屋農村環境改善センター ７時～19時

第18投票所 笠原集会所 ７時～19時

第19投票所 大淵体験交流施設多目的室
（げんき館おおぶち） ７時～19時

第20投票所 立花市民センターイベントホール ７時～ 20時

第21投票所 筑南小学校体育館 ７時～ 20時

第22投票所 白木コミュニティセンター ７時～19時

第23投票所 上辺春体育館（旧上辺春小） ７時～19時

第24投票所 矢部公民館 ７時～19時

第25投票所 星野行政福祉センター大集会室 ７時～19時

※背景が赤色の投票所は、閉鎖時間が19時の投票所です。
※投票日には、投票所入場券に記載された投票所でしか投票
できません。ご注意ください。

投票所と投票時間



42020.10.1  広報八女

　　
バ
ス
の
待
ち
時
間
に
、
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
本

棚
を
設
置
。
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め
る
小
説

や
趣
味
の
本
を
中
心
に
置
く
予
定
で
す
。

　
福
岡
県
立
八
女
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
減
農
薬

に
こ
だ
わ
り
栽
培
し
、
製
造
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
た

一
番
茶
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」
で
飲

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
毎
月
、
八
女
の
顔
と
な
る
人
を
「
八
女
人
」
と
し
て

選
定
し
、
そ
の
人
が
薦
め
る
本
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
す
。
お
薦
め
の
理
由
や
そ
の
人
の
自
己
紹
介

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
、
地
域
の
魅
力
あ
る
人
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

　
古
い
バ
ス
停
を
取
り
壊
し
た
跡
地
に
建
て
る
た
め
、

奥
行
き
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
天
井
高
は
４
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、
開
放
感
の
あ
る
建
物
に
な
り
ま
す
。
構

造
躯
体
の
柱
や
内
装
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、

関
係
人
口
創
出
拠
点 

つ
な
が
る
バ
ス
停

関
係
人
口
創
出
拠
点 

つ
な
が
る
バ
ス
停

― 

地
域
の
持
続
的
な
振
興
を
促
進
し

　
　
　
　
　    

　
　 

関
係
人
口
を
創
出
、
過
疎
脱
却
を
目
指
す 

―

「
つ
な
が
る
バ
ス
停
」の
特
徴

①
誰
で
も
利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー

②
八
女
茶
を
飲
め
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス

③
地
域
の
魅
力
あ
る
「
八
女
人
」
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー

④
八
女
杉
を
使
用
し
た
本
棚
や
建
物

「つながるバス停」イメージパース

　
人
と
人
、
人
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、
西
鉄
バ
ス
久
留
米
㈱
が
建
設
し
た
八
女
市
交
流
施

設
内
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
た
関
係
人
口
創
出
拠
点
「
つ
な
が
る
バ
ス
停
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
市
が
抱
え
る
人
口
減
少
や
山
間
部
の
過
疎
問
題
解
決
の
た
め
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
的
な
賑

わ
い
や
地
域
や
地
域
の
人
と
多
様
に
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
取
り
組
み
が
有
効
と
考
え
、
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
運
用
開
始
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
」
は
、「
つ
な
が
る
バ
ス
停
」
内
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
で
の
飲
食
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

10 月11日㈰
オープン！
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本
棚
な
ど
の
造
作
家
具
に
は
、
地
元
の
木
「
八
女
杉
」

を
使
用
し
ま
す
。

◦
場
所
＝
福
岡
県
八
女
市
本
村
３
７
９
番
地
１

◦
営
業
時
間
＝
7
時
〜
19
時

◦
店
舗
面
積
＝
30
平
方
メ
ー
ト
ル

◦
階
数
＝
地
上
1
階

　コミュニティ通貨（地域通貨）「まちのコイン」の運
用を、10 月11日㈰から開始します。

　コミュニティ通貨（地域通貨）「まちのコイン」は、使えば使うほど人と人が仲
良くなる、スマートフォン・タブレット端末向けアプリです。まちのコインを活用
することで、地域内外の人のつながりをつくり、良好な地域コミュニティ形成が
期待できます。コミュニティ通貨「まちのコイン」の導入は、市町村単独での事
業としては八女市が日本で初の導入となります。

　まちのコインは、円（法定通貨）と交換できないコミュニティ通貨です。市では「大
自然や歴史、伝統をつないでにぎわうまち」をテーマに、通貨の単位を「ロマン」
としています。ロマンは、地域やお店が喜ぶことをするともらえます。もらったロ
マンは、お店や地域でのスペシャルな体験に使うことができます。

　運用開始に先駆け、9 月14日㈪から「まちの
コイン」アプリの先行ダウンロードが可能となっ
ています。10 月10日㈯までの間は、まちのコイ
ンが使えるスポット（加盟店・加盟団体）でチェッ
クインのみ可能です。各スポットにあるQR コー
ドをアプリで読み込むと、50ロマンをプレゼント。
スポットはアプリ内の「スポット」ボタンから確
認できます。また、チェックインおすすめコース
を制覇すると、10 月11日㈰につながるバス停に
て1,000ロマンを差し上げます。おすすめコース
はアプリ内の「チケット」ボタンから確認できます。

コミュニティ通貨
 まちのコイン スタート！
― 八女のコインは「ロマン」です ―

「
つ
な
が
る
バ
ス
停
」の
概
要

まちのコインとは

先行ダウンロード開始

八女のコインは「ロマン」です

※実物と異なる場合があります。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
定
住
対
策
課

町
並
み
景
観
係
（
☎
２
４・８
１
６
４
）◦問い合わせ＝定住対策課町並み景観係（☎ 24・8164）

広報八女 2020.10.15
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三田村市長から
祝状が手渡され
ました

い
つ
ま
で
も
お
達
者
で

９
月
21
日
㈷
は
敬
老
の
日
。

市
で
は
令
和
２
年
度
に
１
０
０
歳
に
な
る
43
人
に
敬
老
祝
金
と
祝
状
を
、

１
０
１
歳
以
上
の
51
人
に
敬
老
祝
金
、
88
歳
に
な
る
５
３
４
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
今
年
度
１
０
０
歳
に
な
る
在
宅
の
長
寿
者
７
人
を
三
田
村
市
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀
杯
、
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

下川 シヅヨさん（立花町）

野上 サツキさん（本）

立花町の熟年学級に通っていたころ
は、書道や短歌に親しみました。今
はデイサービスに楽しく通っていま
す。オセロゲームが好きです。

週２日、デイサービスに行っていま
す。ゲームとテレビで韓国ドラマを
見るのが好きです。

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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令和 2 年度  市内の 100 歳を迎えられる皆さん（9 月 11 日現在・敬称略）

2 歳のひ孫と遊ぶことと、デイサービス
が楽しみです。テレビで相撲を見ること
も好きです。少し前まではジグソーパズ
ルにも凝っていました。

グラウンドゴルフが得意でした。今は週
3日のデイサービスで友達と会うのが楽
しみです。テレビで野球や相撲を見るの
も好きです。

後藤ミツルさん（星野村） 石橋　健藏さん（立花町）

松尾 義輝さん（柳瀬） 熊野 チドリさん（高塚） 下川 ミサヲさん（山内）
若いころは柔道をし、80半ばま
で和紙をすいていました。孫と電
話で話すことが楽しみで、健康の
ために朝、散歩をしています。

デイサービスで、ゲーム感覚で
脳トレに励んでいます。歌うこと
が大好きで、好き嫌いなく何で
も食べます。畑仕事も好きです。

「運動をしないと食事がおいしく
ない」と、今も畑仕事は現役で
す。野菜を育てるのが楽しみです。
以前は大正琴が趣味でした。

※承諾を得ている人のみ掲載しています

近藤　サナミ 鵜池
川島　ミトリ 黒木町
吹春　幸代 立花町
江島　チサカ 豊福
下川　シヅヨ 立花町
野上　サツキ 本
濱　ハル子 酒井田
原島　アサヱ 矢部村
酒見　ミドリ 星野村
後藤　ミツル 星野村
桁山　タニヱ 黒木町
原　ナルミ 立花町
酒井　テイ 黒木町

平　ヒサヨ 立花町
吉泉　チヨノ 長野
栗原　スミカ 上陽町
下川　ミサヲ 山内
齋藤　幹江 忠見
西村　重幸 黒木町
川上　久子 黒木町
森山　トミヨ 黒木町
大久保　ハルヱ 立花町
石橋　健藏 立花町
森山　光次 祈祷院
國武　チヅル 津江
栗原　カオル 矢部村

原　サミヱ 上陽町
中村　マツイ 立花町
橋爪　フミ子 吉田
田中　仁一郎 本町
原　勝子 立花町
下川　マサヱ 山内
松尾　義輝 柳瀬
若杉　マサ子 矢部村
梅野　ハル子 黒木町
熊野　チドリ 高塚
長田　ヒトヱ 矢部村
久間　茂信 上陽町
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★印の施設に初めて申し込みをする場合、当日お子さんの面接があります。

　

入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
提
出
書
類
を
受

付
期
間
内
に
第
１
希
望
の
施
設

の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施

設
に
継
続
し
て
入
所
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
場
合
は
、各
施
設
、

市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
★
印
の
あ
る
施

設
へ
初
め
て
申
し
込
み
を
す
る

場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
面
接
も

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

市
役
所
子
育
て
支
援
課
、
各
支

所
ま
た
は
各
施
設
に
、「
10
月

12
日
㈪
以
降
」に
準
備
し
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
所
定
の
日
程
で

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
役
所
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

第
１
次
選
考
の
対
象
は
11
月
30

日
㈪
ま
で
に
提
出
し
た
人
に
な

り
ま
す
。
入
所
の
決
定
は
、
受

付
先
着
順
等
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
①
申
請
書
類
等
一
式

②
認
印

※
詳
細
は
し
お
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
保
育
係

(

☎
２
３・１
３
５
１)

▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

（
1
号
）
に
つ
い
て
は
、
直
接

施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度 

幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

お
よ
び
見
学
に
つ
い
て

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

必
要
書
類
は
10
月
12
日
以
降

に
準
備

手
続
き
に
必
要
な
も
の

区分 施設名 電話番号 受付会場 受付日 受付時間 

公
立

 

保
育
所

福島保育所 ★ 23・0953
各施設 11 月 2 日㈪ 

11 月 4 日㈬～ 5 日㈭ 9:00 ～ 18:30長峰保育所 ★ 22・4626
北山保育所 ★ 23・5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22・5026
◦在園継続児
各施設または
市役所本庁 203 会議室

◦新規・転園
市役所本庁 203 会議室

11 月 2 日㈪ 
11 月 4 日㈬～ 6 日㈮

各施設＝開所時間
市役所＝ 8:30 ～
19:00

八幡保育園 22・4826
八女中央保育園 24・5254
上妻保育園 22・4426
川崎保育園 22・3213
忠見保育園 22・3060
岡山保育園 22・4726
みつとも保育園 37・1336 立花支所

（市民生活福祉係）

11 月 2 日㈪ 
11 月 4 日㈬～ 6 日㈮

11 月 2 日㈪ ･5 日㈭ ・
6 日㈮
= 8:30 ～ 17:15
 11 月 4 日㈬
= 8:30 ～ 19:00

辺春保育園　　 37・1229
黒木保育園 42・4148

黒木支所
（同上）

あゆみ保育園 42・3550
本分保育園 42・0221
木屋保育所 42・1880
矢部保育園　 47・2510 矢部支所（同上）
星野保育所星光園 52・2046 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園 22・6500

各施設

 11月2日㈪  8:00 ～ 17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24・3412  11月2日㈪  9:00 ～ 12:00
白百合幼稚園 22・3312  11月2日㈪ 14:00 ～ 16:00
つくし幼稚園 54・2050  11月5日㈭ 14:00 ～ 17:00
ふじなみ幼稚園 42・3155  11月2日㈪  9:00 ～ 15:00

小
規
模　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ★ 24・8886  11月2日㈪～ 6日㈮  8:00 ～ 18:00
さくらんぼ保育園 ★ 24・5532  11月5日㈭～ 6日㈮  9:00 ～ 17:00
どんぐりの森保育園 ★ 22・3869  11月5日㈭～ 6日㈮ 10:00 ～ 18:00

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
込
み
」
を

下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
新
規
・
転
園
の
申
し
込
み
の

場
合
で
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
事
前
に
施
設
を
見
学
し

て
く
だ
さ
い
。
見
学
の
際
は
事
前
に
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

予
防
接
種
法
の
改
正
を
受
け
、
令
和
２
年
10
月
1

日
か
ら
「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」
が
定
期
接
種
に

追
加
さ
れ
ま
す
。

◦
接
種
対
象
者
＝
令
和
２
年
８
月
1
日
以
後
に
生
ま

れ
た
乳
児

◦
接
種
開
始
日
＝
10
月
１
日
（
９
月
30
日
ま
で
に
接

種
し
た
場
合
は
自
費
に
な
り
ま
す
）

◦
接
種
費
用
＝
対
象
年
齢
内
で
あ
れ
ば
無
料

◦
接
種
場
所
＝
受
託
医
療
機
関
（
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

◦
持
参
す
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
（
も
え
ぎ
色
）、
健
康
保
険
証
等
（
住
所
と
生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導
係（
☎
２
３・

１
３
５
２
）

　

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
異
な
る

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔
が
一

部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

異
な
る
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
、
接
種

し
て
か
ら
次
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
ま
で
に
、
一
定
の
間
隔
を
開
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
生
ワ
ク

チ
ン
な
ら
ば
接
種
し
て
か
ら
27
日
以

上
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
な
ら
６
日
以

上
の
間
隔
を
あ
け
な
い
と
次
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
た
び
定
期
予
防
接

種
実
施
要
領
の
改
正
に
伴
い
、
令
和

２
年
10
月
か
ら
、
そ
の
制
限
が
一
部

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
注
射
の
生
ワ
ク
チ
ン
間
の
み
、

接
種
し
て
か
ら
27
日
以
上
あ
け
る
こ

と
と
し
、
そ
の
他
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
異
な
る
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
間
隔
に
つ
い
て
で
す

の
で
、
同
一
ワ
ク
チ
ン
を
複
数
回
接

種
す
る
際
の
接
種
間
隔
の
制
限
は
従

来
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健

指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」
が

定
期
予
防
接
種
に
追
加
さ
れ
ま
す

ワクチ
ン名

ロタリックス
（１価）

ロタテック
（５価）

接種
時期

生後６週０日（標
準的には生後２
か月）から生後
24 週０日まで

生後６週０日（標
準的には生後２
か月）から生後
32 週０日まで

どちらも初回接種を生後６週（標準
的には生後２か月）から 14 週 6 日
までに接種します。

接種
回数

２回（27 日以上
の間隔をあける）

３回（27 日以上
の間隔をあける）

▼接種時期・回数

注射生ワクチン
BCG（結核）
麻しん風しん混合
水痘（水ぼうそう）

注射生ワクチン

注射生ワクチン

注射生ワクチン 注射生ワクチン

注射生ワクチン

注射生ワクチン

経口生ワクチン

経口生ワクチン

経口生ワクチン 経口生ワクチン

経口生ワクチン

経口生ワクチン

不活化ワクチン

不活化ワクチン

不活化ワクチン 不活化ワクチン

不活化ワクチン

不活化ワクチン

経口生ワクチン
ロタウイルス

（令和２年１０月～
定期接種化）

不活化ワクチン
B 型肝炎／ヒブ／肺
炎球菌／四種混合
二種混合／日本脳
炎／子宮頸がん予
防ワクチン／高齢者
インフルエンザ／高
齢者の肺炎球菌

※特に医師が認めた場合、同時接種は行うことができる。
※小児肺炎球菌やロタワクチン等同一ワクチンを複数回接種する必要がある場合、接種間隔の制限は添付文書に従うこと。

27 日以上 27 日以上

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし

制限なし

27 日以上

6 日以上

27 日以上

27 日以上

6 日以上

27 日以上

27 日以上

6 日以上

異った種類のワクチンの接種間隔が変わります
【令和２年９月３０日まで】 【令和２年 10 月1日以降】

【
定
期
予
防
接
種
】

異
な
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間

隔
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま
す

注射生ワクチン
BCG（結核）
麻しん風しん混合
水痘（水ぼうそう）

経口生ワクチン
ロタウイルス

（令和２年１０月～
定期接種化）

不活化ワクチン
B 型肝炎／ヒブ／肺炎
球菌／四種混合二種
混合／日本脳炎／子宮
頸がん予防ワクチン／
高齢者インフルエンザ
／高齢者の肺炎球菌
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こ
れ
か
ら
冬
に
向
か
い
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
季
と
な
り

ま
す
。
予
防
の
基
本
は
、
手
洗
い
と

う
が
い
、
湿
度
（
50
～
60
％
）
を

保
つ
こ
と
、
十
分
な
休
養
と
栄
養

摂
取
で
す
。
ま
た
対
策
に
は
、
予
防

接
種
が
有
効
で
す
。
接
種
後
、
2

週
間
ほ
ど
で
ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
が
で

き
、
効
果
は
約
５
か
月
間
持
続
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◦
実
施
時
期
＝
10
月
１
日
㈭
～
１

月
31
日
㈰
※
例
年
よ
り
期
間
を
延

長
し
て
対
応
し
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
①
満
65
歳
以
上
の
人

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）
を
有
す

る
人

◦
接
種
場
所
＝
福
岡
県
内
の
医
療

機
関
等

◦
接
種
回
数
＝
1
回

◦
接
種
料
金
＝
個
人
負
担
１
５
０
０

円
（
医
療
機
関
に
支
払
い
）

◦
個
人
負
担
金
の
免
除
対
象
者
＝

対
象
者
で
次
の
①
②
の
人

①
生
活
保
護
世
帯
の
人
…
証
明
書

を
福
祉
課
生
活
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
５
０
）
で
発
行
。

②
非
課
税
世
帯
の
人
…
健
康
推
進

課
（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）、
各
支

所
（
市
民
生
活
福
祉
係
）
で
高
齢

者
予
防
接
種
費
用
免
除
証
明
書
を

発
行
。

　

そ
の
ほ
か
、非
課
税
世
帯
の
人
は
、

有
効
期
限
内
の
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」、「
後
期
高
齢
者

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
も
免
除
の
証
明
に

な
り
ま
す
。
接
種
の
際
に
証
明
書
お

よ
び
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
負
担
金
支
払

い
後
の
払
い
戻
し
の
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
医
療
機
関
等
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
接
種
す
る
時

は
、
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
セ
ル
等
も
必
ず
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
接
種
で
き
な
い
医
療
機

関
も
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

健 

康

　

八
女
市
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
的
に
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
40

歳
以
上
対
象
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
、
健

康
づ
く
り
等
の
対
象
事
業
へ
の
参
加

な
ど
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、
１

５
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
市
内
指
定

施
設
で
の
買
い
物
や
入
浴
等
で
使
え

る
利
用
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
今
回
、

対
象
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
回
数
の

制
限
緩
和
や
対
象
事
業
の
追
加
な
ど

拡
充
し
て
い
ま
す
の
で
ご
自
身
の
健

康
の
た
め
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
対
象
と
な
る
取
り
組
み
の

追
加
】
★
各
３
０
０
ポ
イ
ン
ト

①
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
ラ
ン
ア
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
」
へ
の
参
加 

※
お
知
ら
せ

22
ペ
ー
ジ
参
照
（
担
当
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
）

②
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ

の
登
録

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
の
登
録

※
①
②
③
は
ア
プ
リ
画
面
を
提
示

④
献
血
へ
の
協
力
（
献
血
カ
ー
ド
ま

た
は
献
血
手
帳
を
提
示
）

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
領
収

証
明
細
な
ど
を
提
示
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎
２

３
・
１
１
１
６
／
☎
２
３
・
１
２
０
１
）

【
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
係
】

▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
２
４
・
９
１
４
２
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
お
早
め
に

【2020 年度】八女市健康ポイ
ント事業を拡充します

新規！！
健康ポイント

事業

ウオーキング
や体重・血圧・
食生活など日々
の 健 康 記 録、
健（ 検 ）診の
受診などでポ
イントが たま
り、一定になる
とおトクな特典
やサービスが
受けられます。

スマホの近 接
通信機能を利
用して、プライ
バシーを確保
して、新型コロ
ナウイルス感
染症の陽性者
と接触した可能
性について、通
知を受けること
ができます。

③新型コロナウイルス接触確認アプリ
「ＣＯＣＯＡ」（ココア）を登録しましょう

②「ふくおか健康ポイントアプリ」
　を登録しましょう

iPhone を
利用の人

Android を
利用の人

iPhone を
利用の人

Android を
利用の人
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後
期
高
齢
者
医
療

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
発

症
や
重
症
化
の
予
防
等
を
目
的
と
し
た

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の

人
も
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
受
診
期
限
は
令
和
３

年
３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
人
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
を
踏

ま
え
、
医
療
機
関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
に

て
相
談
の
う
え
、
受
診
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
診
に
は
、「
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）」

と
広
域
連
合
が
郵
送
し
た
「
受
診
票
」

と
「
自
己
負
担
金
５
０
０
円
」
が
必
要

で
す
。
受
診
票
は
令
和
２
年
４
月
末
現

在
で
被
保
険
者
の
人
に
は
４
月
下
旬
～

５
月
上
旬
に
、
ま
た
令
和
２
年
５
月
以

降
に
75
歳
に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
10

日
頃
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
票
が

見
あ
た
ら
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
次
の
問
い
合
わ
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、今
年
度
75
歳
に
な
る
人
は
、

75
歳
の
誕
生
日
以
降
に
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
（
☎
０
９
２
６
５
１
・
３

１
１
１
／
N
０
９
２
６
５
１
・
３
９
０
１
）

http://w
w

w.fukuoka-kouki.jp

　

10
月
以
降
実
施
す
る
各
地
区
で
の
健

診
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
健
康
推

進
課
保
健
総
務
係
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
健
診
予
約
専
用
電
話
番
号
（
☎
２
３
・

１
１
６
７
／
２
４
・
９
０
３
９
）

※
集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に
応
じ

て
、
中
止
（
延
期
）
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。（
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
☎
２

３
・
１
３
０
８
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

次
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
後
期
高

齢
者
の
口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等
の

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
の

受
診
期
限
は
12
月
ま
で
で
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
予
約

の
う
え
、
受
診
券
を
持
っ
て
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
受
診
券
は
5
月
下
旬
に
発

送
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
対
象
者
＝
昭
和
19
年
４
月
１

日
～
昭
和
20
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の

本
年
度
76
歳
に
な
る
人

※
長
期
入
院
の
人
、
施
設
入
所
の
人

等
を
除
く

※
例
外
と
し
て
、
令
和
２
年
12
月
ま

で
に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な
る
被
保

険
者
で
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人
も

受
診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度

ま
で
に
受
診
し
た
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
75
歳
以
下
の
人
は
、
対

象
年
齢
（
76
歳
）
に
な
っ
て
か
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
期
間
＝
令
和
２
年
６
月
か
ら

令
和
2
年
12
月
ま
で
（
実
施
医
療
機

関
の
休
診
日
を
除
く
）

◦
受
診
券
の
送
付
時
期
＝
５
月
下
旬

に
広
域
連
合
か
ら
送
付

◦
受
診
の
方
法
＝
必
ず
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
に
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う
え
、
受
診

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の
＝

▽
受
診
券
（
記
入
し
て
実
施
医
療
機

関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
被
保
険
者
証　

▽
受
診
時
の
自
己
負
担
金
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
９
２
６
５

１
・
３
１
１
１
／
N
０
９
２
６
５
１
・

３
９
０
１
）

http://w
w

w.fukuoka-kouki.jp/

（
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
☎
２

３
・
１
３
０
８
）

健康ポイント事業

健康ポイント事業

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

歯
科
健
診
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い

今
年
度
76
歳
に
な
る
皆
さ
ん

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
人
も

受
診
で
き
ま
す

受
診
に
は「
受
診
票
」と「
自
己
負

担
金
５
０
０
円
」が
必
要
で
す
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8
月
27
日
、
市
内
9
か
所
の
学
童
保

育
所
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

寿
福
祉
会
か
ら
依
頼
を
受
け
、
職
員
22

人
を
対
象
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
と
直
接
関
わ
る
職
場
と
い
う
こ
と
で
、

「
子
ど
も
の
人
権
」
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の

研
修
に
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
も

と
に
子
ど
も
の
人
権
へ
の
配
慮
に
関
す
る

こ
と
を
中
心
に
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
た
人
権
問
題
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
、人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
、
施
設
長
の
栗
秋
さ
ん

か
ら
、
学
童
保
育
所
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
学
童
保
育
所
の
利
用
者
は
８
月
現
在
で

７
１
１
人
。
年
間
を
通
し
て
英
会
話
教

室
や
体
操
教
室
、
お
誕
生
日
会
な
ど
子

ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

よ
う
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
職
員
は
、
県
の
研
修
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
学
童
保
育
の
目
的
や
児
童

育
成
、
ま
た
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
見
識

を
深
め
、
保
育
の
質
と
専
門
性
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
学
童
保
育
の
現
場
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
の
変
化
を
見
逃

す
こ
と
な
く
、
寄
り
添
い
、
見
守
る
と
い

う
細
や
か
な
気
配
り
が
必
要
で
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
も
、
職
員
一
人
一
人
が
人
権
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」

　
今
回
の
研
修
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ

い
て
の
学
び
を
通
し
て
、
職
員
が
自
ら
の

子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
を
振
り
返
り
、

改
め
て
、
子
ど
も
を
尊
重
す
る
こ
と
や
子

ど
も
の
人
権
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
意
識
を

高
め
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
企
画
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
今
後
も
継
続
し
て
人
権

研
修
を
行
い
、
職
員
の
人
権
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◦
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
尊
厳
を

大
切
に
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◦
人
の
違
い
を
認
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

も
の
す
ご
く
共
感
で
き
た
部
分
で
し
た
。

◦
子
ど
も
た
ち
と
毎
日
関
わ
る
中
で
、
褒

め
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
時
が
あ
り
ま
し

た
。
毎
日
、
一
人
に
一
つ
褒
め
る
こ
と
を

心
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に

も
変
化
が
出
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回

話
を
聞
け
て
、
再
度
見
直
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
最
後
ま
で
熱
心
に

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
へ
の
真
摯

な
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

企
業
や
団
体
で
人
権
研
修
を
計
画
さ

れ
る
際
、
講
師
が
必
要
な
場
合
は
、
職
員

の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
研
修
テ
ー
マ

同
和
問
題
、
職
場
の
人
権
問
題
、
人
権
全

般
な
ど
、
要
望
に
応
じ
ま
す
。

◆
研
修
の
形
式

講
話
、
ビ
デ
オ
視
聴
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な

ど
、
ご
希
望
に
応
じ
ま
す
。
少
人
数
に
も

対
応
し
ま
す
。

◆
費
用
は
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
＝
人
権
・
同

和
政
策
・
男
女
共

同
参
画
推
進
課
人

権
啓
発
係

（
☎
２
３・１
４
９
０
）

人
権
研
修
へ
の

講
師
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
企
業
や
団
体
が
人
権
研
修
を

行
う
際
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
８
月
に
行
わ
れ
た
人
権
研
修
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

人権研修の様子

なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

研
修
に
参
加
さ
れ
た
職
員
の
皆
さ
ん

の
感
想
を
一
部
紹
介
し
ま
す

人
権
研
修
を
計
画
さ
れ
る
際
は

講
師
派
遣
の
申
し

込
み
は
こ
ち
ら

人権研修の様子

「児童の権利に関する条約」
( 通称：子どもの権利条約 )

　子どもの基本的人権を国際的に保
障するために定められた条約です。
　18 歳未満の児童（子ども）を権利
をもつ主体と位置づけ、おとなと同
様一人の人間としての人権を認める
とともに、成長の過程で特別な保護
や配慮が必要な子どもならではの権
利も定めています。（26ページ参照）
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの市へのご意見や質問な
どの投稿をお待ちしています。

　

６
月
上
旬
の
こ
と
で
す
。
家
の
近
く
を

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
歩
い
て
い
ま
し

た
。
少
し
休
も
う
と
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に

座
ろ
う
と
し
た
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
す
ぐ

に
、
近
く
で
家
を
建
て
て
い
る
業
者
の
方

が
駆
け
つ
け
て
来
ら
れ
、
声
を
掛
け
て
助

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
高
齢
者
に
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
変
う
れ
し

く
、
八
女
市
に
は
優
し
い
人
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
、
は
が
き

を
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
困
っ
て
い

る
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
た

り
、
助
け
た
り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
80
代
・
女
性
）

　

心
温
ま
る
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
近
く
に
親
切
な

方
が
お
ら
れ
、
す
ぐ
に
助
け
て
い
た
だ
い

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
便

り
の
よ
う
に
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
す
ぐ
に
助
け
合
え
る
よ
う
な
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
の
た
め
に
外
出
を
控
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
気
分
転
換
や
健
康

の
た
め
に
も
散
歩
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
込
み
を
避
け
て
、

転
ば
な
い
よ
う
に
用
心
し
て
お
出
か
け
を

楽
し
ま
れ
て
く
だ
さ
い
。（
介
護
長
寿
課
）

シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
転
ん
で
し
ま
っ
た

と
き
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問

な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に

つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直

接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
対
応
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す

る
な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た

は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か

に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨

が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
同
一

投
書
者
に
よ
る
同
一
趣
旨
の
も
の
▽
そ
の

他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
広
報
広
聴

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

　八女市観光大使の馬場美雅さんが、さまざまな角
度から「八女」の情報を発信します。民謡など音楽
の話題も！ ？　どうぞお楽しみください。
♪放送開始日時＝10 月13 日㈫ 15 時～予定（以後
毎月第 2、第 4 火曜日）※同日23 時から再放送番組
♪問い合わせ＝ＦＭ八女（☎ 24・9801）
　　https://www.fmyame.jp/

【八女市立小中学校および義務教育学校へ】
福岡県市町村福祉協会理事長　倉重良一＝図書
カード　

寄附のお礼　※敬称略

馬場美雅の
しゃべっ茶Oh！

（ばばみかのしゃべっちゃおう）

ＦＭ八女
新 番 組

パーソナリティーの馬場さん
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消費生活
そうだん

【
事
例
】

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
明
細
書
に
身
に

覚
え
の
な
い
高
額
な
利
用
が
記
載
さ
れ
て

い
た
。複
数
回
に
わ
た
り
50
万
円
ほ
ど
だ
っ

た
。
不
正
に
利
用
さ
れ
た
と
思
い
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
す
る
と
、ゲ
ー

ム
の
利
用
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。
子

ど
も
に
尋
ね
る
と
、
貸
し
与
え
て
い
た
ス
マ

ホ
か
ら
ゲ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
課
金
し
た

と
話
し
た
。

【
解
説
】

　

学
齢
期
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
、
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
親
が
知
ら
な
い
間
に
ゲ
ー
ム

課
金
し
て
い
た
と
い
う
事
例
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
の
仕

組
み
に
関
し
て
、
知
っ
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
場
合
、

Apple

やGoogle

と
い
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作

成
し
ま
す
。
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
を
登
録
し
ま
す
。

②
ゲ
ー
ム
運
営
会
社
は
ゲ
ー
ム
を
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ス
ト
ア
に
出
品
し

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

ゲ
ー
ム
運
営
会
社
は
別
の
会
社
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

③
ア
プ
リ
内
の
ア
イ
テ
ム
は
登
録
し
て
い

る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
を
使
っ
て
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

購
入
に
は
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
が
必
要
で
す
。

【
注
意
点
】

◦
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
家
族
で
も
使
わ

せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
登
録
し
て
い
る
ス
マ
ホ
を

貸
し
与
え
る
の
も
、
ト
ラ
ブ
ル
を
招
く
原

因
の一つ
で
す
。

◦
納
得
い
か
な
い
課
金
に
対
し
て
、
ア
プ

リ
ス
ト
ア
な
ど
の
購
入
履
歴
か
ら
払
戻
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

払
い
戻
さ
れ
る
か
保
証
は
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。

◦
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
払

い
戻
し
が
で
き
な
い
場
合
、
ゲ
ー
ム
運
営

会
社
に
払
い
戻
し
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
会
社
所
在
地
が
海
外
で

あ
り
、
日
本
語
が
通
じ
な
い
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

※
ご
家
庭
へ
の
お
願
い

◦
課
金
に
必
要
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
定
期
的

に
変
更
し
家
族
に
も
教
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
時
間
、
金
額

に
節
度
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
家
族

で
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◦
学
齢
期
の
子
ど
も
に
刺
激
が
強
い
ゲ
ー

ム
や
動
画
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
マ

ホ
で
見
て
い
る
も
の
、
し
て
い
る
こ
と
に
関

心
を
払
い
選
別
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30
分

～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

69

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の

課
金
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

熱
中
症
コ
ロ
ナ
に
揺
ら
ぐ
萩
芒吉

泉    

守
峰

十
薬
の
花
の
白
さ
よ
石
祠
ほ
こ
ら

武
田    

行
夫

籐
寝
椅
子
論
語
カ
ル
タ
を
手
繰
り
を
り

西
島
志
乃
芙

明
け
や
ら
ぬ
空
に
爽
や
か
河
鹿
笛三宅 

清
一
郞

熱
帯
夜
朝
刊
配
る
バ
イ
ク
音

原    

　
宣
子

番つ
が
い

蝶
自
粛
の
世
と
は
別
世
界

上
島    

　
厚

雲
の
峰
怪
獣
の
ご
と
立
ち
上
り深

町    

和
子

青せ
い

淵え
ん

に
傾
ぎ
し
影
や
大お
お

夏な
つ

樹ぎ

井
上
ト
シ
子

奥
八
女
や
湖
眺
め
鳥
渡
る

松
延
み
さ
と

敗
戦
忌
語
る
翁
等
八
十
路
越
ゆ牛

島   

景
子

源
流
は
奥
八
女
澄
め
る
神
の
水堤   

多
鶴
子

炎
昼
や
猫
は
鬼
門
の
隅
に
寝
て井

上
美
恵
子

幾
た
り
の
精

し
ょ
う

霊り
ょ
う

乗
せ
て
茄
子
の
馬

中
川
原
篤
子

八
女
紫
苑
句
会

立
花
俳
句
会

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.10）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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恒
例
の
古
本
市
を
行
い
ま
す
。（
マ

ス
ク
・
持
ち
帰
り
用
の
袋
持
参
）

◦
日
時
＝
10
月
31
日
㈯ 

13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

　

日
本
の
伝
統
話
芸
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？
入
場
無
料
・
要
申
込
。

◦
日
時
＝
10
月
24
日
㈯ 

14
時
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
出
演
＝
ザ
・
紅
ー
ズ（
福
岡
紅
塾
生
）

◦
申
込
＝
10
月
1
日
㈭
10
時
～ 

図
書

館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話

秋
、
読
書
週
間
に
、

　
　
ぜ
ひ
１
冊
の
本
を
。

10月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
10月

✿10月の館内整理日は30日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
6㈫、13㈫、20㈫、27㈫、30㈮

※新型コロナウイルス対策により急遽変更する場合があります。
最新情報は、FM 八女･ホームページ等でお知らせしています。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日
5㈪、12㈪、19㈪、26㈪、30㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5㈪、12㈪、19㈪、26㈪、30㈮

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

幼児～小学生の皆さん対象です♪

★本館＝3日、10日、17日、24日、31日
※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
★黒木分館＝3日㈯10時 30分～
　おはなしコーナー

♥10月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪

♥本館＝ 4日㈰、17日㈯11時～
　2階研修室
♥黒木分館＝24日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★10月のおはなし会★

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

第
15
回
古
本
市

図
書
館
に
出
か
け

ま
せ
ん
か
？

　

 （
詳
細
は
22
ペ
ー
ジ
）

◦問い合わせ
NPO 法人まな
びっと八媛

（☎ 22・2504）

ち
ょっ
と
講
談
ば
聞
い
て
み
ら
ん
の

ラ
ス
ト
ペ
ー
ジ
ま
で
駆
け
抜
け
て

２
０
２
０ 

第
74
回
読
書
週
間

時のきざはし

新刊紹介

編＝立原透耶
（新紀元社）

〈一般書〉

今注目の中国語圏 SF
小説の中でも、最良
と思われる17 編を
集めた傑作選。あり
とあらゆるSF の面白
さが 1冊に！

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します139

張師の伝統工芸士は全国で3人。
「八女提灯は、経済産業大臣指定
の伝統的工芸品です。盆提灯が主
で、過程に複数の職人が関わる数
少ない伝統工芸の一つです。どの
工程も手作業で、丁寧さや緻密さ
が求められます」

　

提
灯
張は

り

師し

と
し
て
、50
年
以
上
提
灯

を
作
り
続
け
て
い
る
古
賀
さ
ん
。提
灯

の
魅
力
を
伝
え
、熟
練
の
技
術
を
後
世

に
つ
な
ぐ
た
め
、日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。

「
2
代
目
提
灯
張
師
と
し
て
、父
親
か

ら
家
業
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。学
生
の

頃
、病
気
が
ち
だ
っ
た
父
に
代
わ
り
、

生
活
の
た
め
に
手
伝
い
始
め
た
こ
と
が

提
灯
職
人
と
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、会
社
に
勤

め
な
が
ら
、帰
宅
後
に
提
灯
を
張
る

日
々
。父
の
影
響
で
家
に
同
業
者
が
集

ま
る
こ
と
が
多
く
、提
灯
づ
く
り
の
技

術
を
、身
近
で

見
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
の
は

幸
い
で
し
た
。

仕
事
の
正
確

さ
や
出
来
映

え
に
誇
り
を

持
ち
、信
頼
し

て
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
嬉

し
く
、長
年
続
け
て
き
た
理
由
で
す
。

　
張
師
は
提
灯
の
土
台
を
作
る
仕
事

で
、千
個
以
上
あ
る
溝
に
竹
骨
や
鉄
線

な
ど
を
は
め
込
み
な
が
ら
ら
せ
ん
状
に

巻
き
、そ
の
後
、等
間
隔
に
絹
を
張
り

付
け
ま
す
。常
に
温
度
・
湿
度
の
管
理

を
徹
底
し
、光
沢
や
絵
の
の
り
を
良
く

す
る
た
め
に
、柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、先
祖
へ
感
謝
の

意
を
込
め
、お
盆
に
提
灯
を
飾
る
慣
習

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。ま
た
、伝
統
工
芸
士
に
な
る
た
め

に
は
多
大
な
時
間
を
要
す
る
た
め
、若

い
担
い
手
育
成
が
厳
し
い
の
も
現
状
で

す
。伝
統
工
芸
士
の
役
割
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
環
境
を
変
え
る
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
、八

女
提
灯
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
き
ま
す
。今
後
も
さ
ら
に
研
究
を
重

ね
、時
代
に
合
っ
た
提
灯
を
作
り
続
け

ま
す
」

八
女
提
灯
伝
統
工
芸
士
会
長   

古
賀 

正ま
さ

則の
り

さ
ん

(

雅
号 

学が
く

正し
ょ
う)

八
女
提ち

ょ
う
ち
ん灯の

伝
統
技
術
を
後
世
に

型に張り付けた住吉提灯
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10
月
１
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
、
ト
イ
レ
や
台
所
、
お
風
呂
・
洗
濯
な

ど
の
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置

で
、
水
環
境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
浄
化
槽
設

置
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。（
左
表

参
照
）

▽
転
換
と
は
、
既
存
住
宅
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
残
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た

は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
浄
化
槽
に
換
え

る
こ
と
で
す
。

▽
転
換（
撤
去
す
る
場
合
）の
限
度
額
は
、

撤
去
に
係
る
処
分
費
用
と
配
管
設
置
費

用
（
最
大
23
万
円
上
乗
せ
）
を
含
め
た

限
度
額
で
す
。

※
補
助
金
交
付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
令
和
２
年
度
の
補
助
金
交
付
申
請
書

の
受
付
＝
令
和
２
年
12
月
28
日
㈪
ま
で

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水
道
総

務
係
（
☎
２
３
・
１
１
４
８
）

10
月
１
日
は
、「
浄
化
槽
の
日
」

人槽
浄化槽設置補助金限度額

新　設 転　換
（撤去しない場合）

転　換
（撤去する場合）

5人
槽 ４９８,０００円 ６９８,０００円 ９２８,０００円

7人
槽 ６２１,０００円 ８２１,０００円 １,０５１,０００円

10人
槽 ８２２,０００円 １,０２２,０００円 １,２５２,０００円

浄化槽の法定検査を受けましょう

　

市
で
は
道
路
に
面
す
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
撤
去
を
行
う
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
に
対
し
て
、
撤
去
工
事
費
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
を
令
和
元
年
度
に
創
設

し
ま
し
た
。
自
宅
な
ど
に
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
建
設
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
交
付
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
す

る
と
き
は
必
ず
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
請
前
に
工
事
着
手
し
た
も
の
、
ま
た

は
す
で
に
完
了
し
て
い
る
も
の
は
対
象
外
で

す
。

※
他
の
補
助
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
補
助
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
）

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

▽
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◦
補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

道
路
に
面
す
る
高
さ
１
㍍
以
上
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
で
、
診
断
カ
ル
テ
の
結
果
が
40
点

未
満
の
も
の

◦
補
助
対
象
工
事

①
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
す
べ
て
を
撤

去
す
る
工
事

②
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
一
部
を
撤

去
す
る
工
事
で
次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た

す
も
の

▽
事
業
完
了
後
に
診
断
カ
ル
テ
で
70
点
以

上
と
な
る
も
の

▽
事
業
完
了
後
に
高
さ
が
１
・
２
㍍
以
下

と
な
る
も
の

▽
建
築
基
準
法
第
42
条
に
規
定
す
る
道
路

に
存
し
な
い
こ
と

◦
補
助
金
額
＝
補
助
対
象
工
事
に
要
す
る

経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
10
万
９
千
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
都
市
計
画
係

（
☎
２
４
・
９
４
５
６
）
▽
黒
木
支
所
建
設

産
業
係
（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）
▽
立
花

支
所
建
設
産
業
係
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
産
業
係
（
☎
５
４
・
２

２
１
９
）
▽
矢
部
支
所
建
設
産
業
係
（
☎

２
４
・
９
１
４
３
）
▽
星
野
支
所
建
設
産

業
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

道
路
に
面
す
る
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
管

理
者
の
皆
さ
ん
へ

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助

金
制
度
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　法定検査とは、浄化槽法第１１条に基づき毎年１回
の定期的な受検が義務付けられている検査のことで、
浄化槽がきちんと維持管理され、正常に機能している
かなど、浄化槽の状態を調べる検査です。
　法定検査は、福岡県から指定を受けた指定検査機関

（福岡県浄化槽協会）が実施します。
【検査内容】
水質検査 ･･･ 浄化槽から出てくる水の検査をします。
外観検査 ･･･ 機能などに異常がないかを確認します。
書類検査 ･･･ 保守点検、清掃の記録票等をもとに、保
守点検や清掃が適正に行われているかを確認します。

浄
化
槽
設
置
の
補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
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乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
一
定

面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
を
し
た
と
き
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
り
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
八
女
市
内

で
は
山
林
売
買
が
多
く
、
無
届
け
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
土
地
の
売
買
等
の
契
約
を
さ
れ
た
場
合
は
、

2
週
間
以
内
に
市
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
】

⃝

取
引
の
形
態
＝
売
買
、
交
換
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物

弁
済
、
現
物
出
資
、
共
有
持
ち
分

の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃
借
権
の
設

定
・
譲
渡
、
予
約
完
結
権
・
買
戻

権
等
の
譲
渡
、
信
託
受
益
権
の
譲

渡
、
地
位
譲
渡
、
第
三
者
の
た
め

に
す
る
契
約

⃝

取
引
の
規
模
＝

①
市
街
化
区
域
２
０
０
０
㎡
以
上

② 

①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
５

０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
１

万
㎡
以
上

【
届
出
の
手
続
き
】

⃝

届
出
者
＝
土
地
の
権
利
取
得
者

（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）

⃝
届
出
期
限
＝
契
約
締
結
日
を
含

め
て
２
週
間
以
内
※
事
前
届
出
制

の
場
合
は
異
な
り
ま
す

⃝

届
出
窓
口
＝
企
画
政
策
課
ま
た

は
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

⃝

提
出
す
る
書
類
＝

①
届
出
書

②
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写

し
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
そ
の
他

書
類

③
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た

縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

④
土
地
お
よ
び
そ
の
付
近
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
０
０
０

分
の
１
以
上
の
図
面

⑤
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面

⑥
そ
の
他
（
必
要
に
応
じ
て
）

※
概
要
、
届
出
様
式
等
詳
し
く
は

福
岡
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
企

画
政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

福岡県 土地売買等届出 検索 扌

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

10
月
は
「
土
地
月
間
」、
10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」
で
す

　

市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
提
案
を
募

集
し
ま
す
。
選
考
会
議
で
の
審
査
の
上
、
提

案
を
採
択
さ
れ
た
団
体
に
対
し
て
、
事
業
に

要
す
る
経
費
と
し
て
予
算
の
範
囲
内
で
50
万

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。 

◦
基
本
テ
ー
マ
＝
次
世
代
に
つ
な
げ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

◦
対
象
団
体
＝
①
八
女
市
内
で
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
（
ま
た
は
行
お

う
と
す
る
）
５
人
以
上
の
団
体

②
大
学
等
の
５
人
以
上
の
研
究
グ
ル
ー
プ

※
い
ず
れ
も
八
女
市
民
で
あ
る
こ
と
を
問
い
ま

せ
ん
。 

◦
対
象
事
業
＝
八
女
市
内
で
行
う
基
本
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
実
践
活
動
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等 

◦
対
象
経
費
＝
会
議
費
、
印
刷
費
、
会
場
使

用
料
、
講
師
謝
金
等
。
※
食
糧
費
、
工
事
費
、

備
品
購
入
費
等
は
助
成
対
象
外
で
す
。 

◦
事
前
相
談
＝
10
月
7
日
㈬
～
10
月
9
日
㈮

①
18
時
～
18
時
30
分

②
18
時
50
分
～
19
時
20
分

③
19
時
40
分
～
20
時
10
分

◦
会
場
＝
八
女
市
役
所
２
０
７
会
議
室

※
各
コ
マ
１
団
体
（
２
人
）
の
み
。
10
月
６
日

㈫
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
10
月
12
日
㈪
～
11
月
11
日
㈬

※
事
前
の
相
談
、
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。 

◦
活
動
期
間
＝
令
和
3
年
4
月
～
令
和
4
年

3
月 

◦
募
集
様
式
＝
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
企
画
政
策
課
・
各
支
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
☎
２
４
・
９
４
５
２
）

令
和
３
年
度
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
を
募
集
し
ま
す

最高
50 万円
を助成！

八女ファミリー林業塾 作業道路整備研修会の様子
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国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
予
約
し
た
人
を
対
象
に
、
事
前

に
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で

チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
を
す
る
と
、
国
が
そ
の
金

額
に
対
し
て
25
％
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
最
大
２
万

円
に
対
し
５
千
円
分
）
を
付
与
す
る
施
策
を
令
和

２
年
９
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
は
、
選
択
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
買
い
物
で
使
え
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
な
か
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
決
済
が
で
き
る
「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」
の
導
入
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
対
象
者
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
市
内

事
業
者
で
す
。「
〇
〇
ペ
イ
」
等
を
決
済
に
使
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
集
客
力
の
向
上
に
活
用
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
決
済
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ひ
と
つ
に
統
一
す

る
こ
と
で
、
１
枚
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
）
を

店
頭
に
置
い
て
お
く
だ
け
で
複
数
社
の
決
済
（「
〇

〇
ペ
イ
」
と
「
△
△
ペ
イ
」「
□
□
ペ
イ
」
等
）
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
内
容
＝
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
、
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
に
つ
い
て
の
説
明
等

◦
対
象
者
＝
初
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
を

検
討
し
て
い
る
事
業
者
や
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
決
済
で

き
る
選
択
肢
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
事
業
者

◦
日
時
＝
10
月
22
日
㈭
14
時
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）
※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◦
内
容
＝
ご
自
身
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
ま
た
は
事
務
局
が
準
備
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
申
し
込
み
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
に
は
指
定
の
書
類
が
必

要
で
す
の
で
、事
前
に
準
備
の
う
え
持
参
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
本
庁
・
支
所
に
備

え
付
け
て
い
る
チ
ラ
シ
等
を
参
照
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者
＝
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
申
し
込
み
を
行
い
た
い
事

業
者
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
の
追
加
申
請
を
行
い
た
い

事
業
者
）

◦
日
時
＝
10
月
29
日
㈭
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）
※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興
課
商
工
振
興
係
（
☎
２

３
・
１
１
８
９
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
平

日
の
窓
口
混
雑
の
解
消
を
目

的
と
し
、
10
月
25
日
㈰
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
専
用

窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す
。

　

臨
時
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
の
み
を
行

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
や
更
新
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
関
連
業
務
の
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
混
雑
解
消
の
た
め
、

事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
必
ず
電
話
に
て
受
取

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予

約
の
際
、
カ
ー
ド
受
取
時
の
必

要
書
類
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
回
の
臨
時
窓
口
の

開
設
は
、
本
庁
の
み
と
な
っ
て

お
り
、
各
支
所
分
の
カ
ー
ド
も

本
庁
で
の
受
取
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
開
設
日
時
＝
10
月
25
日
㈰

８
時
30
分
～
12
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
本
庁

※
支
所
の
開
設
は
あ
り
ま
せ
ん

◦
予
約
締
切
＝
10
月
21
日
㈬

※
予
約
状
況
に
よ
り
早
め
に

締
め
切
る
場
合
も
あ
り
ま
す

◦
対
象
業
務
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
の
み

◦
必
要
な
も
の
＝
電
話
予
約
時

に
ご
案
内
し
ま
す

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民

課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
推
進
係
（
☎

２
３
・
１
１
１
７
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

窓
口
混
雑
解
消
の
た
め

Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
事
業
者
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
取
専
用
窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す

10月25日
（日）

【
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
導
入
説
明
会
】

【
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
申
込
サ
ポ
ー
ト
】
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南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
英
雄
・
菊
池
武
光
公
。
ゆ
か
り

の
あ
る
６
自
治
体
（
菊
池
市
、
久
留
米
市
、
八
女
市
、
小
郡

市
、
う
き
は
市
、
大
刀
洗
町
）
は
、
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史

街
道
推
進
連
絡
協
議
会
を
発
足
し
、
広
域
で
の
地
域
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。

◦
賞
金
＝
最
優
秀
賞 

10
万
円

◦
参
加
資
格
＝
不
問
（
た
だ
し
高
校
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者

の
同
意
を
得
る
こ
と
）

◦
応
募
締
切
＝
11
月
2
日
㈪ 

必
着

◦
応
募
方
法
＝
応
募
フ
ォ
ー
ム
へ
の
投
稿
、
ま
た
は
郵
送

◦
提
出
先
＝
「
南
北
朝
・
菊
池
一
族
歴
史
街
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
選
考
委
員
会
事
務
局 

㈱
熊
本
日
日
新
聞
社

業
務
推
進
局 

地
域
創
成
推
進
部

（
☎
０
９
６
・
３
６
１
・
３
２
２
６
）

◦
応
募
に
つ
い
て
の
詳
細
＝
「
菊
池
一
族

ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
て
い

た
狂
犬
病
予
防
集
団
注
射
を
中
止
し
ま
す
。
ま
だ
、
狂

犬
病
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
12
月
末
ま

で
に
動
物
病
院
に
て
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
左
記
の
動
物
病
院
で
12
月
末
ま
で
に
予
防
接
種

を
受
け
る
場
合
は
、
集
団
接
種
と
同
一
料
金
で
実
施
で

き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

病院名 住所 電話

八女市

ときた動物病院 鵜池 0943・23・0875 

八女動物病院 本町 0943・24・5511 

ラブリーペットクリニック 蒲原 0943・24・5083 

筑後市

さとう獣医科医院 下北島 0942・53・0292 

中島イヌネコ病院 尾島 0942・53・0860 

わだ動物病院 熊野 0942・52・8888 

わかな動物病院 若菜 0942・51・7041

広川町 うめまる動物病院 太田 0943・32・7010

　

家
庭
内
で
見
か
け
る
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
殺

虫
剤
や
消
臭
剤
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
猛
暑
が
続
い
て

い
た
事
も
あ
り
、
暑
さ
対
策
と
し
て
冷
却
ス

プ
レ
ー
を
使
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
に
記

載
さ
れ
て
い
る
『
使
用
上
の
注
意
点
』
を
読

ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
普
段
何
気
な
く

使
っ
て
い
て
も
、
使
用
方
法
を
間
違
え
ば
大

き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
真
夏
の
暑
い
中
、

信
号
待
ち
を
し
て
い
る
車
が
突
然
爆
発
す
る

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
密
閉
さ
れ
た
車

内
で
ほ
て
っ
た
体
を
冷
や
そ
う
と
冷
却
ス
プ

レ
ー
を
使
用
し
た
あ
と
、
た
ば
こ
に
火
を
つ

け
た
事
が
原
因
だ
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス

プ
レ
ー
缶
に
は
、
可
燃
性
の
高
い
ガ
ス
を
使

用
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ガ
ス
は
空
気
よ

り
も
重
い
た
め
、
足
元
や
衣
類
に
と
ど
ま
り

や
す
い
傾
向
に
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
、
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や
40
℃
を
超

え
る
場
所
で
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
自
体
が
破
裂

す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
火
気
厳
禁
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
使
用
す
る

環
境
や
場
所
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
度
の
狂
犬
病
予
防

集
団
注
射
を
中
止
の
た
め

接種は
忘れずに！ 動

物
病
院
で
の
接
種

を
お
願
い
し
ま
す

スプレー缶は
正しく使いま
しょう

八女消防本部
からのお知らせ

南北朝・菊池一族
歴史街道プロジェクト

最優秀賞
10万円！

統一ロゴマーク
を募集
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大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
10
号
は
、

９
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
九
州

に
接
近
し
、
八
女
市
で
は
、
最
大
瞬

間
風
速
30
・
４
m/s
（
八
女
地
区
）、
期

間
内
最
大
総
雨
量
57
㎜
（
矢
部
村
宮

の
尾
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

八
女
市
で
は
八
女
市
災
害
対
策
本

部
を
設
置
、
市
内
全
域
に
避
難
勧
告

を
発
令
、
指
定
・
臨
時
避
難
所
46
か

所
を
開
設
し
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
エ
リ

ア
メ
ー
ル
で
防
災
情
報
の
伝
達
、
避

難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
市
が
把
握

し
て
い
る
避
難
所
へ
の
最
大
避
難
者

数
は
、
地
域
の
避
難
所
を
含
め
る
と

２
４
１
２
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。幸
い
、

八
女
市
に
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
続
き

ま
す
。
台
風
接
近
の
際
は
、
風
や
雨

が
強
く
な
る
前
に
、
屋
外
の
風
で
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
固
定
・
収
納

し
た
り
、
窓
や
雨
戸
を
補
強
す
る
な

ど
、
早
め
に
台
風
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
大
き
な
災
害
に
備
え
て
、

普
段
か
ら
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
危
険
か
所
、
避
難
所
を
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
た
り
、
非
常
持

ち
出
し
品
を
準
備
し
た
り
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
被
害
等
に
関
す
る
ご
相
談
は

こ
ち
ら
。

⃝

八
女
市
役
所
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）

台
風
10
号
が

九
州
に
接
近

八
女
市
で
は
２
４
１
２
人
が
避
難

　

市
か
ら
、
警
戒
が
必
要
な
気
象
情

報
や
避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、

ま
ず
防
災
ラ
ジ
オ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
必
ず
Ａ
Ｃ
ア
ダ

プ
タ
ー
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
て
使

用
し
、
い
つ
で
も
受
信
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備

え
て
電
池
も
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
中
で
も
、
避
難
情
報
や
大
規
模

災
害
発
生
情
報
な
ど
、住
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
に
か
か
わ
る
重
要
な
情

報
に
つ
い
て
は
緊
急
放
送
と
し
て
大

音
量
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
エ
リ
ア
ご
と
に
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
防
災
ラ
ジ
オ

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
、
故
障
し
て

い
る
な
ど
の
場
合
は
、
防
災
安
全
課

（
旧
八
女
市
）、
お
住
ま
い
の
地
域
の

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
旧
３

町
２
村
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
梅
雨
時
季
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に

あ
わ
て
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
早
め

の
確
認
や
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
波
の
状
態
が
悪
い
と
自
動
起
動

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ラ

ジ
オ
を
「
Ｆ
Ｍ
八
女
」
に
選
局
し
て

電
波
状
態
の
良
い
と
こ
ろ
へ
再
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
が
終
わ
れ
ば
ラ
ジ
オ
は
自
動
停
止

し
ま
す
が
、
同
様
の
理
由
で
、
ま
れ

に
自
動
停
止
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
最
長
で
30
分
流

れ
た
後
に
自
動
的
に
停
止
し
ま
す
。

な
お
、
ラ
ジ
オ
の
電
源
の
入
り
切
り

の
操
作
を
す
れ
ば
、
手
動
で
停
止
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
八
女
（
80
・
1
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

は
市
内
の
3
か
所
に
送
信
所
を
設

置
し
て
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ビ
ル
陰
、
山
陰
な
ど
電
波
が
届
き
づ

ら
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
で
ラ

ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
、
ま
た
Ｆ
Ｍ
防
災

ラ
ジ
オ
に
付
属
し
て
い
る
Ｔ
字
Ｆ
Ｍ

ア
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
も
放
送
が
聞
き

づ
ら
い
、
自
動
起
動
し
な
い
場
合
は
、

本
庁
防
災
安
全
課
、
ま
た
は
各
支

所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

八
女
市
か
ら
世
帯
転
出
す
る
場

合
は
防
災
ラ
ジ
オ
を
返
却
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
転
出
の
手

続
き
を
さ
れ
る
際
に
、
防
災
安
全
課

ま
た
は
各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
消

防
防
災
係
（
☎
２
３
・
１
７
３
１
）、

各
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

防災ラジオは設置していますか

防
災
ラ
ジ
オ
を
受
領
し
て
い
な

い
人
へ

防
災
ラ
ジ
オ
の
自
動
起
動
に
つ

い
て

放
送
が
聞
き
づ
ら
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

放送が入らない、聞きづらい場合はお知らせください

避難所（三河小学校）

災害対策会議
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上陽防火委員会が住警器等
配付モデル事業実施対象に

草刈りとかかしで稲を守る（表紙より）

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　高齢者世帯への住宅用火災警報器 ( 住警器 ) 等の配
付モデル事業実施地区に、八女消防本部を通じて申請
した八女市上陽防火委員会（上陽町）が選ばれました。
この事業は、（一社）全国消防機器協会が全国で 20 団
体を対象に実施しているもので、住民の住宅防火に対す
る意識の高揚および防火用品の普及促進を目的としてい

ます。住警器は、八女市と地元消防団の協力のもと、順
次上陽町の高齢独居世帯に設置します。また、消火器
は地元自治会へ、防炎品は上陽北汭学園へ配付されま
した。中島会長 ( 八女市消防団上陽支団長 )は、「まず
は火災が無いことが一番だが、万が一の時は高齢者の
命を守る一助になれば」と住警器の重要性を語りました。

【配付物】
◦住警器 100 個
◦住宅用消火器 25 本
◦防炎品(エプロン・アー
ムカバー ) 25 セット

　樋口農園の樋口さんとともに、長峰小学校で食育授業の一環として
取り組んでいる「ガッツ米（品種：ゆめつくし）」の草刈りが、9 月4日
㈮に行われました。5 年生 78 人は鎌を使い、米が育つように水田まわ
りの草を手作業で刈っていきました。また、農業機械メーカー・株式会
社オーレックの協力のもと、草刈りの説明や機械の実演、除草器具同
士の草刈りレース等も行われ、子どもたちは農業の大変さを実感したよ
うでした。最後にこれから実る稲を守るために、事前に作成したかかし
を設置しました。「草の山が増えていったので達成感があった」、「機械は、
農家の人の安全に配慮されていて驚いた」といった声が聞かれ、米づ
くりの大変さや食べ物のありがたさを改めて感じた様子でした。

住警器の設置

草刈りレース
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星
野
焼
三
窯
元
の
作
品
と
野

山
の
花
た
ち
の
共
演
。
星
野
焼
の

力
強
さ
と
素
朴
な
茶
花
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
約
30
点

展
示
予
定
。
入
館
無
料
。

◦
期
間
＝
10
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
文

化
館
（
☎
５
２
・
３
０
０
３
）

　

通
信
制
高
校
、
単
位
制
高
校
、

定
時
制
高
校
な
ど
の
説
明
会
と

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加

校
は
Ｈ
Ｐ
（『
ひ
ま
わ
り
の
会
八

女
筑
後
』
で
検
索
）
で
確
認
く

だ
さ
い
。参
加
費
無
料
。要
申
込
。

◦
日
時
＝
10
月
10
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

◦
申
込
＝
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
（
０
９

４
２
・
２
７
・
８
４
８
４
）
に
て

◦
問
い
合
わ
せ
＝
☎
０
９
０
・
９

５
８
０
・
３
８
７
５

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
10
月
11
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合
※
約
２

時
間

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

近
頃
は
や
り
の
講
談
！
日
本

の
伝
統
話
芸
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
聞
く
人
も
大
歓
迎
で

す
。
入
場
無
料
・
要
申
込
み
。

◦
日
時
＝
10
月
24
日
㈯
14
時
～

（
90
分
程
度
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
出
演
＝
ザ
・
紅
ー
ズ
（
福
岡
紅

塾
生
）

◦
定
員
＝
１
０
０
人
※
10
月
１
日

㈭
10
時
か
ら
市
内
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
か
電
話
で
受
付
開
始
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ま
な
び
っ
と
八
媛
（
☎
２
２・

２
５
０
４
）
八
女
市
立
図
書
館
内

　

古
本
市
の
収
益
金
は
、
八
女

市
立
図
書
館
の
読
書
啓
発
事
業

に
活
用
し
ま
す
。
本
が
な
く
な
り

し
だ
い
終
了
。
マ
ス
ク
と
持
ち
帰

り
用
の
袋
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
10
月
31
日
㈯
13
時
～

16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

※
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、

検
温
・
入
場
者
数
の
制
限
等
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

な
び
っ
と
八
媛
（
☎
２
２
・
２
５

０
４
）
八
女
市
立
図
書
館
内

　
こ
の
10
月
は『
走
ろ
う
！
』『
歩

こ
う
！
』
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
、
体
を
動
か
し
ま
せ

ん
か
。
家
族
や
仲
間
や
地
域
の
人

た
ち
、
ひ
い
て
は
日
本
中
の
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
通
じ
て
10
月
の
走
る
、

歩
く
、
の
累
計
距
離
を
競
い
あ
い

ま
し
ょ
う
。
参
加
者
に
は
イ
ベ
ン

ト
事
務
局
か
ら
総
額
５
０
０
０

万
円
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
！
八

女
市
独
自
の
賞
品
も
準
備
中
で

す
。
参
加
方
法
な
ど
詳
細
は
広

報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
チ
ラ

　大淵の棚田でおいしく育ったお米の収穫
を体験しませんか。お昼ご飯には、炊きた
ての新米でおにぎりを作り、おやつにはお
はぎも作っちゃいます♪当日、新米１㌔㌘あ
たり350 円で予約も承ります。
◦日時＝10 月 25 日㈰ 9 時 30 分～ 14 時
30 分（小雨決行）◦集合場所＝げんき館
おおぶち◦参加費＝１人1,000円（昼食付き）
◦持ち物＝汚れてもいい服、着替え、長靴、
帽子、軍手、タオル、水筒、エプロン、雨
具◦締切＝10 月22日㈭

　針と糸を使わずに、フェルトを使って自分
だけのかわいいバッグを作ってみませんか。
◦日時＝11月１日㈰ 13 時～ 16 時◦場所＝
げんき館おおぶち◦参加費＝１人 800 円◦
定員＝ 20 人（要予約※小学低学年以下の
子どもさんは保護者同伴。大人だけの参加
も大歓迎）◦締切＝10 月27日㈫

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

第
15
回
古
本
市

お
知

ら
せ

茶
花
イ
ン
星
野
焼
展

ひ
ま
わ
り
の
会
八
女
・
筑
後

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

ち
ょ
っ
と
講
談
ば
聞
い
て
み

ら
ん
の

八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
０

げんき館おおぶちイベント

も
よ
お
し

　

次
の
催
し
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
・
拡
散
防
止

の
た
め
に
中
止
・
規
模
縮
小

に
な
り
ま
し
た
。

日にち 中止の催し 問い合わせ

10 月

八女市戦没者追悼式（規
模縮小）
※一般参列の案内は差し
控えさせていただきます。

福祉課
（☎ 24・8030）

11月 八幡ふれあい広場
実行委員会事務局

（八幡小学校内）
☎ 22・4801

催
し
の
中
止
等

の
お
知
ら
せ

秋の稲刈り体験
＋新米でおにぎり＆おはぎ作り

針も糸も使わない !?
フェルトバッグ作り

◦申込方法（共通）＝電話
かメールにて『代表者名・
参加人数・連絡先』をお伝
えください。（☎ 24・8217、
Q genkikanoobuchi@
gmail.com)

申込フォーム

健康
ポイント
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野
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
５
２
・
３
１
１
１
）

　

新
た
な
技
能
や
資
格
の
取
得

を
目
指
し
、
就
職
に
有
利
な
訓

練
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
校

料
・
受
講
料
無
料

◦
募
集
期
間
＝
10
月
８
日
㈭
～

11
月
６
日
㈮
（
第
１
回
目
募
集
）

◦
募
集
科
目
＝

《
久
留
米
校
》
も
の
づ
く
り
×
プ

ロ
グ
ラ
ム
科
、
自
動
車
整
備
科
、

建
築
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

《
大
牟
田
校
》
電
気
設
備
科
、
Ｏ

Ａ
事
務
科
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
技
術

科◦
入
校
選
考
日
＝
11
月
16
日
㈪

◦
対
象
＝
訓
練
を
受
け
て
関
連

職
種
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
。

募
集
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
福
岡
県
の
職
業
訓
練
」
を
見
る

か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
久
留
米
校

（
久
留
米
市
合
川
町
１
７
８
６
ー

２
☎
０
９
４
２・３
２・８
７
９
５
）

▽
大
牟
田
校
（
大
牟
田
市
歴
木

４
７
５
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０

３
２
０
）
▽
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

シ
を
確
認
く
だ
さ
い
。
八
女
市
Ｈ

Ｐ
で
は
、
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

詳
し
い
手
順
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

◦
開
催
期
間
＝
10
月
１
日
㈭
～

31
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
仲

間
同
士
協
力
し
な
が
ら
、
県
下
最

高
峰
の
釈
迦
岳
山
頂
を
め
ざ
し

ま
す
。

◦
内
容
＝
御
前
岳
・
釈
迦
岳
登
山

◦
対
象
（
定
員
）
＝
市
内
在
住

ま
た
は
通
学
す
る
小
学
５
年
生

～
中
学
３
年
生
、
25
人
（
先
着
）

◦
期
日
＝
11
月
14
日
㈯

◦
集
合
場
所
＝
黒
木
体
育
セ
ン

タ
ー
※
登
山
口
（
杣
の
里
渓
流
公

園
）ま
で
は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

◦
参
加
費
＝
５
０
０
円

◦
申
込
期
間
＝
10
月
６
日
㈫
～

13
日
㈫
※
受
付
時
間
９
時
～
17

時
（
土
・
日
除
く
）

◦
申
込
方
法
＝
電
話
に
て
先
着
順

に
受
け
付
け
ま
す
。
※
詳
し
く
は

学
校
を
通
じ
て
配
付
す
る
募
集

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教

育
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

　

八
女
市
体
育
協
会
第
13
回
ス

ポ
ー
ツ
振
興
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
。

大
会
の
収
益
金
は
市
民
が
ス

ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る

際
に
激
励
費
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。
八
女
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
11
月
23
日
㈷

◦
会
場
＝
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽

部◦
募
集
人
員
＝
２
０
０
人（
50
組
）

◦
参
加
資
格
＝
特
に
な
し

◦
プ
レ
ー
費
＝
①
キ
ャ
デ
ィ
付
き

１
万
３
５
０
０
円
②
セ
ル
フ
１
万

２
０
０
０
円
※
①
②
税
込
・
食

事
券
付
き

◦
参
加
費
＝
２
０
０
０
円
（
参
加

賞
、
各
種
表
彰
あ
り
）

◦
申
込
方
法
＝
10
月
31
日
㈯
ま

で
に
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
☎
５
４
・
３
０
３
０
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

八
女
市
総
合
体
育
館
お
よ
び
八

女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

今
年
度
第
３
回
定
期
募
集
の

受
付
を
10
月
12
日
㈪
か
ら
10
月

30
日
㈮
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募

集
案
内
（
申
込
書
）
は
10
月
12

日
か
ら
、
八
女
市
役
所
本
庁
、

各
支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し

ま
す
。
募
集
住
宅
・
募
集
戸
数

等
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え

る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）

と
な
り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格

等
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
定
住
対
策
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
４

２
・
１
１
１
１
）
▽
立
花
支
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
２
３
・
５

１
４
１
）
▽
上
陽
支
所
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
１
）

▽
矢
部
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星

県
立
久
留
米
・
大
牟
田
各
高

等
技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

第
３
回
市
営
住
宅
入
居
者

福
岡
県
で
い
ち
ば
ん
高
い
山

の
「
て
っ
ぺ
ん
め
ざ
そ
う
」

【
八
女
人
形
会
館
杯
】
ス
ポ
ー
ツ

振
興
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　八女の古墳には、約 1500 年前の絵具
が石室や石製表飾品（石人・石馬）に残っ
ています。この時代の絵の具はどのよう
に作られたのでしょうか。当時の絵具づ
くりに挑戦してみませんか。作った絵具
で石板へ古墳に描かれた装飾文様を描
いて置物をつくります。
◦日時＝ 10 月 25 日㈰ 10 時～ 12 時◦
会場＝いわいの郷◦対象者＝どなたでも

（小学３年生以下は保護者同伴）◦定員
＝ 20 人（先着順）◦参加費＝ 800 円◦
申込＝電話またはファクス（月曜日は休
館のため受付不可）
◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館

「いわいの郷」（☎ 24・3200 ／ N 24・
3210）

【常設展示室見学の制限について】
　いわいの郷では 10 月 10 日から始ま
る開館５周年記念企画展「石製表飾品
の変遷―盛期から衰退期まで―」の展
示替え等の準備のため、10 月 6 日㈫か
ら 10 月 9 日㈮まで常設展示室のみ見学
を制限します。見学を予定していた人
は大変申し訳ありませんがご了承くださ
い。※交流ステーションの貸部屋等は通
常通り使用可能です。

つくってみよう古代の絵具

八女市岩戸山歴史文化交
流館「いわいの郷」

健康
ポイント

募
　
集

就
業
支
援
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個
別
に
対
応

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
筑
後
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
筑
後

市
大
字
蔵
数 

チ
ク
ロ
ス
内
）
☎

０
９
４
２
・
５
３
・
０
５
５
５

※
受
付
11
時
～
18
時
（
日
曜
日

の
み
10
時
～
17
時
）
火
・
水
定

休
日
Qyam

echikugoksc@
ybb.ne.jp

Shttps://w
w

w.
yam

echikugo-ksc.com

　

福
岡
県
で
は
高
次
脳
機
能
障

が
い
の
当
事
者
や
家
族
、
高
次
脳

機
能
障
が
い
支
援
に
携
わ
る
人

を
対
象
に
家
族
支
援
相
談
会
を

毎
月
、
福
岡
県
障
が
い
者
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
古
賀

市
）
と
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
家
族
支
援
相
談
会
を
福
岡

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
相
談
を

希
望
す
る
人
は
必
ず
事
前
に
電

話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳

守
、
参
加
費
無
料
。
予
約
制
。

◦
相
談
日
＝
11
月
13
日
㈮
、
14

時
～
16
時

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
２

階
第
３
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋

町
今
古
賀
８
ー
１
）

◦
対
象
＝
高
次
脳
機
能
障
が
い
の

当
事
者
、
家
族
、
支
援
に
携
わ

る
人

◦
問
い
合
わ
せ
・
相
談
会
の
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
町
村
議

会
議
長
会
事
務
局
（
☎
０
９
２
・

６
５
１
・
２
９
５
８
）

　

八
女
・
筑
後
結
婚
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
子
ど
も
に
そ
ろ

そ
ろ
結
婚
を
し
て
ほ
し
い
」「
出

会
い
が
な
さ
そ
う
」「
ど
ん
な
相

手
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
」
な
ど
子

ど
も
の
結
婚
に
関
す
る
悩
み
を
抱

え
る
親
を
対
象
に
婚
活
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
予
約
制
な
の
で

安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
▽
10
月
10
日
㈯
11
時

～
18
時
▽
10
月
11
日
㈰
10
時
～

17
時

◦
会
場
＝
筑
後
市
北
部
交
流
セ
ン

タ
ー｢
チ
ク
ロ
ス｣

カ
ル
チ
ャ
ー

ル
ー
ム

◦
対
象
＝
20
歳
以
上
の
独
身
者

の
子
ど
も
を
持
つ
親

※
子
ど
も
の
会
員
有
無
問
わ
ず

◦
定
員
＝
14
人

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
内
容
＝
▽
１
人
45
分
程
度
の

個
別
面
談
▽
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
ご
希
望
に
合
っ
た
婚
活
法

の
選
び
方
か
ら
、
婚
活
相
談
ま
で

＆
個
別
就
職
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
第
１
部
の
就
職
活
動
実
践

セ
ミ
ナ
ー
で
は
応
募
書
類
の
書
き

方
や
面
接
マ
ナ
ー
な
ど
、
就
活

ス
テ
ッ
プ
に
応
じ
た
対
策
ポ
イ
ン

ト
。
第
２
部
で
は
個
別
就
職
相

談
や
「
自
分
の
強
み
」
が
客
観

視
で
き
る
適
性
検
査
が
で
き
ま

す
。※
第
１
部
の
み
の
受
講
も
可
。

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
50
歳
未
満
で

就
職
を
希
望
す
る
人

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈬

《
第
１
部
》
13
時
30
分
～
15
時

《
第
２
部
》
15
時
～
17
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
室

Ａ◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
☎
０
９
２
・
７
１
５
・
７
１

７
１
）
平
日
９
時
～
18
時

◦
受
験
資
格
＝
特
に
な
し

◦
採
用
予
定
＝
事
務
局
職
員
１

人
（
一
般
事
務
）

◦
試
験
日
＝
▽
１
次 

書
類
選
考

▽
２
次 

12
月
19
日
㈯

◦
受
付
期
間
＝
10
月
１
日
㈭
～

11
月
17
日
㈫

◦
試
験
会
場
＝
県
自
治
会
館
（
福

岡
市
博
多
区
千
代
４
ー
1
ー
27
）

　

県
で
は
、
職
場
や
地
域
で
活

躍
し
た
い
皆
さ
ん
を
後
押
し
。
企

業
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。参
加
無
料
、

履
歴
書
不
要
。
要
予
約

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

◦
日
時
＝
10
月
21
日
㈬ 

①
11
時

30
分
～
12
時
50
分 

②
13
時
40
分

～
15
時
（
各
回
40
人
）

◦
場
所
＝
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

展
示
室
（
久
留
米
市
六
ツ
門
町

８
ー
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
70
歳
現

役
応
援
セ
ン
タ
ー
久
留
米
オ
フ
ィ

ス
（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
８
３

５
５
）
Shttps://70-f.net/

　

福
岡
県
主
催
・
八
女
市
共
催

で
、
就
職
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
の
結
婚
を
希
望
す
る

親
の
婚
活
相
談
会

高
次
脳
機
能
障
が
い
家
族

支
援
相
談
会

県
町
村
議
会
議
長
会
職
員

試
　
験

相
　
談

　八女市では、振り込め詐欺や還付金詐欺を未
然に防止することを目的として「迷惑電話防止機
器」の無料貸出を行います。数に限りがあります
のでご了承ください。
◦貸出台数＝ 20 台（申込先着順）
◦対象者＝八女市内在住の高齢者（65 歳以上）
のみの世帯。または日中、高齢者のみになる世帯。
◦申込先＝防災安全課または各支所まちづくり推
進係
◦申込方法＝防災安全課または各支所まちづくり
推進係で、専用の申込書に記入してください。（電
話での受付はできません）
◦申込に必要なもの＝申込者の印鑑、身分証明書
◦申込期間＝10 月１日㈭～ 10 月 30 日㈮（受付
時間は平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分。貸出台数
に達し次第、締め切ります）
◦問い合わせ＝防災安全課（☎２４・８１４６）

迷惑電話防止機器の無料貸出

   献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

場　所 日　時
【三河地区】
三河小学校

11月2日㈪
   10時～ 12時

【長峰地区】
マンガ倉庫八女店

11月2日㈪
   14時～ 16時

健康
ポイント

事業 高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

就
職
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
就
職
相
談
（
無
料
）

※献血は八女市健康ポイント対象事業です

☎
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ン
ブ
ー
商
品
券
）

◦
搬
入
方
法
＝
４
年
生
以
上
の
も

う
そ
う
竹
（
枯
れ
た
竹
も
可
）
直

径
５
㎝
以
上
を
長
さ
２
・
２
㍍
～

２
・
５
㍍
に
切
り
揃
え
て
出
荷
し

て
く
だ
さ
い
。（
も
う
そ
う
竹
以

外
、
若
竹
、
虫
食
い
竹
は
買
取
り

で
き
ま
せ
ん
）

◦
買
取
時
期
＝
随
時
買
取
り
（
定

休
日
は
日
祝
日
、
第
１
・
第
３
土

曜
日
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
バ
ン
ブ
ー

株
式
会
社
（
立
花
町
兼
松
７
５

２
の
１
）
☎
３
７
・
１
６
７
６

▽
山
の
井
用
水
路
＝
10
月
15
日

㈭
～
31
日
㈯

▽
中
の
井
用
水
路
＝
10
月
11
日

㈰
～
25
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
第
一
整
備
室（
☎

２
３
・
１
１
１
９
）

３
・
４
１
３
１
）
▽
平
井
医
院

（
筑
後
市 

☎
０
９
４
２
・
５
３
・

２
３
５
３
）
※
ほ
か
の
実
施
機

関
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
る
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
が
ん
感

染
症
疾
病
対
策
課
（
☎
０
９
２
・

６
４
３
・
３
２
６
７
）

　

10
月
７
日
㈬
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）

を
用
い
た
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
八
女
市

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
（
事
前
に
団
体
登
録

必
要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
11
月
利
用
者
の
会
＝
10
月
17

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島

中
）
▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

立
花
バ
ン
ブ
ー
株
式
会
社
で

は
、
竹
（
枯
れ
竹
を
含
む
）
の

搬
入
買
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
㎏
当
た
り
10
円
で
買
取

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
荷

く
だ
さ
い
。（
内
１
円
は
立
花
バ

で
は
こ
の
訓
練
の
た
め
、
午
前
11

時
ご
ろ
、
防
災
ラ
ジ
オ
自
動
起

動
に
よ
り
、
大
音
量
で
訓
練
放

送
が
流
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地

震
・
津
波
や
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛

星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

＝
久
留
米
大
学
病
院
高
次
脳
機

能
障
が
い
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
弥や

吉よ
し
さ
ん
（
☎
０
９
４
２
・

３
５
・
３
３
１
１
※
大
代
表
）

　

原
爆
被
爆
者
二
世
で
希
望
者

を
対
象
に
、
無
料
で
健
康
診
断

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦
実
施
期
間
＝
10
月
１
日
㈭
～

２
月
26
日
㈮

◦
実
施
医
療
機
関
（
43
機
関
）

▽
公
立
八
女
総
合
病
院
（
☎
２

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

竹
の
買
取
り
に
つ
い
て

秋
季
停
水
の
お
知
ら
せ

原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断

全
国一斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送

一
　
般

◦募集対象者＝八女市内に住所を有する中学３年生お
よび義務教育学校９年生で経済的理由により就学が困
難な世帯
◦募集人員＝ 50 人
◦給付金額＝月額 8,000 円
◦給付期間＝高校３年間
◦募集期限＝10 月末
※市内の公私立中学校および義務教育学校に通学して
いる世帯は各学校へ、市外の公私立中学校に通学して
いる世帯は学校教育課総務係にお尋ねください。
◦問い合わせ＝学校教育課総務係（☎ 24・9451）

　筑後市教育委員会では、古川小学校に言語通級指
導教室「ことばの教室」を設置しています。ことばの教
室は、「通級指導教室（週１回）」と「教育相談（隔週１回）」
があり、言葉に関する個別指導を行う教室です。子ども
のニーズに応じた指導を行い、言葉や聞こえからくる困
難さを少しでも軽減し、のびのびと小学校生活を送るこ
とができるよう支援をしています。気がかりなことがあ
れば、お気軽にご相談ください。
◦対象者＝今年度八女市内小学校の通常学級に在籍し
ている児童および来年度入学予定児童
◦申込期間＝10 月16日㈮
◦問い合わせ＝八女市教育委員会（☎２３・１９５４）

令和３年度 八女市奨学生募集

　八女市重度障がい者等日常生
活用具給付要綱を改正し、人工
内耳用充電池・充電器を給付対
象に加えました。給付内容は次
のとおりです。
◦対象者＝人工内耳埋込手術を
受けている聴覚障がい者・児（人
工内耳用空気電池と人工内耳用
充電池および人工内耳用充電器
との併用は認めない）
◦人工内耳用充電池（耐用年数
１年）限度額＝ 30,000 円
◦人工内耳用充電器（耐用年数
３年）限度額＝ 30,000 円
◦問い合わせ＝福祉課障がい者
福祉係（☎２３・１３３５）

～ことばや聞こえが気になる子どものために～
【古川小学校「ことばの教室」のご案内】

人工内耳用充電池・充電器
が給付対象になりました
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火災出火件数  1件 （17件）
救急出動件数 243件 （1,798件）
救急搬送人数 236人 （1,740人）

人身事故発生件数 25件 （176件）
傷　　者 34人 （220人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,106 (-26）
男 29,344  (-13)
女 32,762  (-13)

世帯数 25,056  (+13)
　※（　）内は前月比

出生 28 人 死亡 59 人
転入 125 人 転出 120 人

▼ 8 月の交通事故の状況

▼ 8 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（8 月31日現在）

▼ 8 月の異動

納期限・口座振替日は11月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（3 期）◦国民健康保険税（4 期）◦
後期高齢者医療保険料（4 期）◦介護保険料（4 期）
◦住宅使用料（10 月）◦保育料（10 月）◦水道
料金・下水道使用料（4 期）◦農業集落排水施
設使用料（4 期）◦下水道受益者負担金（2 期）

10月に
納める
もの

　

誰
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。

あ
な
た
の
意
思
で
救
え
る
命
が
あ

り
ま
す
。
臓
器
提
供
へ
の
あ
な
た

の
意
思
は
、
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
の
意
思
表
示
欄
へ
の
記
載
で

示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
や

大
切
な
人
と「
移
植
」の
こ
と
、「い

の
ち
」
の
こ
と
を
話
し
合
い
、
臓

器
提
供
に
つ
い
て
意
思
を
示
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

臓
器
移
植
、
意
思
表
示
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、（
公
社
）
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
０
１
２
０・７
８・

１
０
６
９
）
か
福
岡
県
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
（
０
９
２
・
４
３
２
・

５
５
７
７
）
ま
で
。

　

八
女
市
で
は
、
ド
ナ
ー
登
録
の

拡
大
と
移
植
医
療
を
推
進
す
る
た

め
、（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

が
行
う
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
提

供
あ
っ
せ
ん
事
業
に
お
い
て
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
人
に

対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、健
康
推
進
課
（
☎

２
３
・
１
２
０
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【ネット de 大川木工まつり】◦日時＝ 10/10 ㈯
～ 18 ㈰【URL】okawa-mokkoufes-pre.net ※
開催前よりイベント情報は随時更新公開中　　 
※ 大 川 市 の HP（http://www.city.okawa.lg.jp)
内のバナーからも入場可能◦問＝大川市インテ
リア課（☎ 0944・85・5570）

大川市
イベント情報後筑 ちくごななこく七国

い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
思
い
や
り

ー

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す

ー

「
県
麻
薬
・
覚
醒
剤

乱
用
防
止
月
間
ー

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。

絶
対
。」
ー

「
里
親
」に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

10月4日㈰ 旧いまやま歯科→新むらかみ歯科・小児医院（筑後市）☎0942・52・5290在宅医当番の変更

　

10
月
1
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
２
か
月
間
は
、
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
月
間
で
す
。
麻
薬
、

覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
お
よ

び
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
乱
用
は
、

乱
用
者
個
人
の
心
身
を
蝕
む
ば

か
り
で
な
く
、
各
種
犯
罪
の
誘
因

と
な
る
な
ど
、
周
り
の
人
の
社
会

生
活
に
著
し
い
弊
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る

認
識
を
高
め
、
薬
物
乱
用
を
絶

対
に
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」
は
、
18
歳
未
満
の
す
べ
て

の
子
ど
も
の
権
利
や
自
由
を
尊

重
し
、
子
ど
も
に
対
す
る
保
護

と
援
助
を
図
り
、
そ
の
健
や
か

な
成
長
や
幸
せ
の
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。
１
９
８
９

年
の
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ

れ
、
我
が
国
で
は
１
９
９
４
年

に
発
効
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の

権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
条
約
の
主
な
内
容
】

▽
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ

と
や
遊
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

べ
き
こ
と

▽
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
信

じ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

こ
と

▽
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
に
保
護
と
援
助
が
与
え
ら

れ
る
べ
き
こ
と

▽
子
ど
も
は
あ
ら
ゆ
る
差
別
や

暴
力
、
虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱

い
か
ら
守
ら
れ
る
べ
き
こ
と

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
私
学

振
興
・
青
少
年
育
成
局
政
策
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
３

４
）

　

里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
（
両
親
の
離
婚
、
保
護
者
の

病
気
、
虐
待
な
ど
）
で
保
護
者
の

も
と
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
、
児
童
相
談
所
か
ら
委
託
を

受
け
た
里
親
の
家
庭
の
中
で
養
育

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
安
定

し
た
生
活
の
場
所
に
お
い
て
、
特

定
の
養
育
者
か
ら
愛
情
を
も
っ

て
養
育
さ
れ
る
こ
と
は
、
子
ど
も

の
成
長
に
と
て
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
里
親
に
委
託
す
る
期
間
（
数

日
か
ら
数
年
）
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

里
親
に
興
味
の
あ
る
人
は
話
を
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
個
別
に
日
程
を
調
整
し

行
い
ま
す
。

◦
内
容
＝
「
里
親
っ
て
ど
ん
な
制

度
？
」「
里
親
に
な
る
た
め
に
は
」
等

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

久
留
米
児
童
相
談
所
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
４
４
５
８
）

ご
存
じ
で
す
か

「
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
」
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無料法律相談
◦10 月15日㈭ 、11月5日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦10 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦10 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦10 月 23 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦10 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦10月20日㈫ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦10月2日㈮13:00 ～ 16:00 ／社会福
　祉会館／地域福祉センター（上陽）
◦10月6日㈫ 9:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦10月7日㈬ 13:00 ～ 16:00
　／星野支所
◦10月9日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月14日㈬ 13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
行政相談（総務課☎23・1224）
◦10月1日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦10月21日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月5日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦10月13日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦10月6日㈫ 9:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦10月14日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦10月16日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦10月9日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦10月7日㈬・21日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館

◦10月21日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦10月14日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦10月28日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦10月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦10月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦10月22日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会（毎月第1金曜日）
◦10月2日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
働き方改革個別相談会（毎月第1金曜日）
◦10月2日㈮10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦10月12日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会（毎月第3月曜日）
◦10月19日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談（人権・同和政策・
男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。

◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／
南筑後保健福祉環境事務所分庁舎

（八女総合庁舎）
　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦10月20日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～
  20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ
社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援を
行っています。利用無料（市内2か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）
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▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
八
女
市
で

は
こ
れ
ま
で
に
5
名
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
（
9
月

16
日
現
在
）、
感
染
者
数
は
県
内
自
治
体
の
中
で
も
非
常
に
少
な

い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
感
染

防
止
対
策
に
日
々
ご
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
賜
物
で
あ
る
と
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
秋
冬
に
向
け
て
は
並
行
し
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
へ
の
備
え
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▽
9
月
定
例
議
会

で
は「
第
4
弾
」と
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
策
予
算
を
ご
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
第
１
弾
」か
ら
の
総
額
は
、
市
独
自
施
策

分
約
12
億
６
６
０
０
万
円
、
国
県
補
助
事
業
分
約
69
億
6
千
万

円
の
事
業
規
模
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ま
に

寄
り
添
う
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
▽
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
は
、
経
済
活
動
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
企
業
、
事
業
所
の
経
営

を
直
撃
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
従
事
す
る
人
々
の
雇
用
や
所
得

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
八
女
市
で
も
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
、
会
合
等
を
中
止
、
自
粛
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、感
染
防
止
の
徹
底
を
前
提
に
、

少
し
ず
つ
慎
重
に
そ
の
ブ
レ
ー
キ
を

緩
め
、
さ
ら
に
経
済
が
活
性
化
す
る

方
向
へ
の
転
換
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、
感
染
防
止

と
八
女
市
の
元
気
を
取
り
戻
す
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

経済活性化に
向けて

市長コラム71

おたんじょうびおめでとう
杏
ち
ゃ
ん
1
歳
お
め
で
と
う
♡

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
食
べ
て
元
気
に

育
っ
て
ね
！

橋爪 杏
きょう

果
か

ちゃん

R1年10月4日生（星野村）

1
歳
の
誕
生
日
、
お
め
で
と
う
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
育
っ
て

ね
☆

中島 怜
れい

士
じ

ちゃん

R1年10月7日生（稲富）

お
た
ん
じ
ょ
う
日
お
め
で
と
う
。

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
元
気
に
大
き
く

な
っ
て
ね
。

佐々木 菜
な

帆
ほ

ちゃん

R1年10月9日生（岩崎）

1
歳
お
め
で
と
う
☆
よ
く
笑
っ
て

よ
く
食
べ
て
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ね
♡

川口 真
ま

央
お

ちゃん

R1年10月14日生（馬場）

元
気
に
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

育
っ
て
ね
♡

東谷 昭
はる

希
き

ちゃん

R1年10月23日生（稲富）

1
歳
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
強
く
逞
し
く
育
っ
て
ね
♡

中村 湊
みな

翔
と

ちゃん

R1年10月23日生（馬場）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
ね
え
ね
と
仲

良
く
笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
育
っ
て

ね
♡

井上 侑
ゆ き と

斗ちゃん

R1年10月23日生（国武）

1
歳
お
め
で
と
う
♡
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

で
優
し
い
男
に
な
っ
て
ね
♡

山浦 一
いち

朗
ろう

ちゃん

R1年10月24日生（岩崎）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
い
つ
も

可
愛
い
笑
顔
の
彩
ち
ゃ
ん
♡
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♡

井手 彩
あや

乃
の

ちゃん

R1年10月21日生（黒木町桑原）

ゆ
き
、
1
歳
お
め
で
と
う
。
た
く

さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
！深野 有

ゆ

希
き

ちゃん

R1年10月28日生（今福）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限
る）。氏名・生年月日・住所・簡単なコメント（30字
以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに
直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となります。
◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

新型コロナ対策本部会議にて

▼
筑
前
琵
琶
は
思
わ
ず
背
筋
が

伸
び
る
よ
う
な
厳
か
な
音
色
で

し
た
。
取
材
時
に
演
奏
体
験
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
、贅
沢
な
ひ
と

と
き
で
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
祭
や
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
う
八

女
の
秋
で
す
が
、今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
中
止
の
お
知

ら
せ
が
続
い
て
い
ま
す
。
来
年

は
、賑
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
願
う

毎
日
で
す
。（
Y
・
Y
）

▼
戦
時
資
料
展
に
は
、
県
内

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
来
館
さ

れ
ま
し
た
。
戦
後
75
年
経
っ
た

今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
展
示
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
関
係
者

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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▼
な
ん
と
な
く
必
要
だ
と
思
っ

て
い
た
あ
ぜ
の
草
刈
り
は
、カ
メ

ム
シ
の
食
害
か
ら
稲
を
守
る
た

め
に
行
う
と
い
う
こ
と
を
、子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
八
女
市
公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」の

ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
は
、八
女
の
方

言
が
満
載
で
親
し
み
を
感
じ
て

い
ま
す
。（
Y
・
Y
）

▼
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

の
笑
顔
は
、本
当
に
す
て
き
で
し

た
。
お
お
ら
か
で
、日
々
の
楽
し

み
を
持
つ
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣

か
な
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｋ・Ｓ
）
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